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これにカリウせしめて主鎖の中央に 1--2 ケのカノレボニノレ基を有するポリスチレンケトンを合成し F
円ノ剖??
ムを反応せしめポリスチレンケトン カリウム錯合体を調製し， 更にメチノレメタクリレート， ê- カ
プロラクトンおよびスチレンを分枝状に共重合せしめ，異種の枝をもっ新しい枝分れ共重合体の合成
に成功している。
結論では，乙れらの内容の総括を行なうとともに， リビングポリマーを用いて新しい各種の共重合
体を合成するととに関する高分子化学工業上の意義ならびに見透しについて論じている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，数ある高分子物質の合成研究のなかにおいて，比較的最近の知見であるリビングポリマ
ーを出発原料として，新しい各種のプロック共重合体の合成と反応の機構を論じたもので，次のよう
な特色をもっている。
(1) 新しい数種のプロック共重合体の合成に成功していること。
(2) リビングポリマーの高分子合成に対する応用の可能性を広め，指摘している乙と。
(3) 物性的に興味深い枝分れポリマーの新しいものを合成している乙と。
本論文においては，乙れら各種の新しい高分子の物性面に関する研究には立入っていないが， リビ
ングポリマーを径由する高分子物質の合成に対して、その可能性をいくつかの例とともに示した乙と
は、高分子化学の基礎に寄与するのみでなく、化学工業に寄与することが大きい。
したがって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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